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保育者育成指標 1.4の策定について 

近年、幼児期をめぐっては、生涯にわたる学びと人格形成の基盤を培う時期であ

るという認識が高まり、幼稚園、保育所、認定こども園等の園種を越え、幼児教育

の質の向上を図る必要が生じています。 

保育者は、一人一人の子どもの「今」と「未来」を想像し、子どもの主体性を支

え、子どもと共に子どもの「今」を創造していくことが求められています。子ども

の成長に関わる主体として、やりがいを感じ、自らが目指す保育像に向かって自己

実現を図り、学び続ける存在でありたいものです。 

 信州幼児教育支援センターでは、保育者の自己実現を支え、幼児教育の質の向上

を図るため、園種を越え、キャリアステージに応じて保育者として目指したい資質

能力を俯瞰的に示す保育者育成指標 1.0 を令和３年３月に作成しました。さらに、

保育者育成指標に示された保育者が目指したい姿の理解を深めるため、「３つのポ

イント」を示し、保育者育成指標 1.4 へと更新しました。 

保育者育成指標策定の目的 

◆各市町村や関係団体で行われている研修において、育成指標を活用 

◆育成指標を参考に、各市町村や関係団体で行われている研修を見直す 

◆各市町村や関係団体からのフィードバックを基に、育成指標をブラッシュ 

アップ 

〇 自分の目指す保育者像を描き、学び続ける保育者を支援

〇 スリムでキャリアアップ性の高い研修体系を構築 

※保育者育成指標 1.4 に基づいた自己チェックシートを作成しました。 

園内で定期的に使用したり、各研修で活用したりしてみましょう。 

－１－ 



 保育者のキャリアステージ 

長野県では、保育者のキャリアステージを「基礎形成期」、「伸長期」、「充実期」、「深

化・貢献期／管理職期」に区分し、それぞれのキャリアステージの高まりを示していま

す。スキルの向上は、必ずしも年代や経験年数によるものではないので、「相当」という

言葉を用いて幅をもたせています。 

 

保
育
者
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ 

充
実
期
相
当 

（
経
験
10
年
程
度
か
ら
） 

伸
長
期
相
当 

（
経
験
３
年
か
ら 

10
年
程
度
） 

基
礎
形
成
期
相
当 

（
経
験
１
年
か
ら 

３
年
程
度
） 

○第Ⅳ期 深化・貢献期相当／管理職期相当 

 
深化・貢献期／管理職期は、保育者としての人間力をさらに向上

させ、豊富な経験を生かし、多面的・多角的な視野をもって組織的

な運営を推進していく時期です。園運営や、他の保育者への助言や

支援、園の教育・保育課題の解決を行い、園や地域全体の保育力を

向上させるリーダーとしての役割を担います。 

○第Ⅲ期 充実期相当 

 
充実期は、園の中核となる保育者としての自覚をもち、組織マネ

ジメントやリスクマネジメントなどの力を身に付け、それらを発揮

していく時期です。チームとしての園への貢献度を高め、園内研修

の充実を図りながら、園の保育力を高めます。 

○第Ⅱ期 伸長期相当 

 
伸長期は、保育実践力をさらに身に付け、これまでの自分の実践を

見返しながら、専門性を高めていく時期です。学年（クラス）のグル

ープリーダーとして、同僚性を高めたり、推進力を発揮したりしてい

きます。 

○第Ⅰ期 基礎形成期相当 

 
基礎形成期は、保育・幼児教育について基礎的・基盤的な力を身

に付け、実践力を磨く時期です。質の高い保育・幼児教育に触れ、

先輩や同僚から学びながら、常に新たな視点を身に付けていきま

す。 

○着任時に求める姿 

 

○養成期 

 
主に大学等での教員養成の段階で身に付けます。 

深
化
・
貢
献
期
相
当 

管
理
職
期
相
当 

着任時 

養成期 
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保護者や地域の人から大切にされ、

支えられて育つ 

想像力、感性が豊か 

自然の声を感じられる 

工夫して遊びを創り上げる 

「笑顔かがやき、夢中になって遊ぶ子ども」 

 

目指す子ども像 

目指す子ども像に向け、大切にしたい子どもの「経験と育ち」のプロセス（例） 

自己と他者を共に尊重できる 

自己肯定感をもてる 

自分の気持ちをコントロールできる 

自分のことが好きで自信がある 

明日もまたしたいと思う 

失敗してもチャレンジする 

自分のペースで育つ 

安心して過ごす 安心して sos が出せる 

ありのまま泣き笑いする 

疑問をもつ 

繰り返し試す、粘り強く取り組む 

やりたいだけやれる 

遊びに打ち込む 

興味関心をもったことに没頭する 

自分で考えを伝えることができる 

発見の喜びを感じ、楽しむ 

自分でやってみようとする 

楽しいことを探し求める 

協力して取り組める 

違いを受け入れる 

違いに気付く 

園での出来事を親に話したがる 

小さなけがを繰り返す中で、 

大きなけがを回避する 

子どもの視点の広がり 

発
達
の
過
程 

－３－ 



①自己実現 ②愛情深い保育 ③子ども理解 ④援助・支援 ⑤環境の構成 ⑥教材研究 ⑦やまほいく
⑧指導計画の
作成と保育
展開・評価

⑨関係諸機関
との連携

⑩園・小の接続
⑪教育・保育

実習指導
⑫保護者との
連携・協力

⑬地域における
　子育て支援

⑭地域との連携 ⑮園務分掌
⑯保育者間の

連携
⑰健康・食育 ⑱安全管理

保育者として自分
の課題を発見し自
己を向上させてい
く、自己実現、改
革していこうとす
る姿

子どもとの信頼関
係を築き、子ども
が安心して生活で
きる環境をつくろ
うとする姿

乳幼児期の発達を
理解し、一人一人
を肯定的に捉え、
よさや可能性を生
かした保育を展開
しようとする姿

一人一人の子ども
の発達や個人差、
ねらい等に適した
援助を行おうとす
る姿

豊かな生活と子ど
もの主体的な学び
を保障するための
環境構成を行おう
とする姿

乳幼児期の発達や
学び、子どもの姿
を踏まえた教材を
開発しようとする
姿

子ども一人一人の
自然をはじめとす
る身近な地域資源
に対する気付きを
拾い上げ、保育に
生かそうとする姿

要領や指針の内容
を理解し、ねらい
に沿って指導を適
切に展開し、改善
しようとする姿

保護者や必要な機
関と連携を取りな
がら、一人一人の
育ちを支えようと
する姿

発達や学びの連続
性を見通し、接続
しようとする姿

実習生を支え育て
ようとする姿

在園児の保護者に
対して子育てを支
援しようとする姿

地域の子育て家庭
等を支援しようと
する姿

地域の人材や文化
を活用し、特色あ
る保育の充実を図
ろうとする姿

園務分掌とその内
容を理解し、企
画・立案・実践し
ようとする姿

協働的な連携にむ
けて、創造的で、
専門性の向上に寄
与しようとする姿

健康・食育の知識
を踏まえ、実践し
ようとする姿

子どもが安心して
過ごせて、安全意
識が高まる環境を
整備し、危機に対
応しようとする姿

３つの
ポイント

・自己課題や願い
　をもつ
・自分の学びや
　成長を楽しむ
・社会の変化に
　目を向ける

・温かいまなざし
・いいよ、
　それでいいよ
・喜び合う

・よく見る
・尊重する
・一緒に

・一人一人の
　興味関心に
　目を向ける
・子どもの思いや
　育ちをつなぐ
・みんなで
　子どもの姿を
　分かち合う

・心ときめく環境
・どうかな、
　これでいいかな
・つながってくね
　広がってくね

・子どもの日々の
　遊びの姿を
　とらえながら
・遊びを広げて
　いくための
　教材、素材、
　資源の探究
・保育者が共同で

・五感を全て
　使って自然を
　感じる
・身近なくらしに
　対するまなざし
・自然の一部で
　あることに
　気付く

・目指す子ども像
　の共有
・目の前の子ども
　の姿からの計画
・過程を大切に
　した振り返り

・一人の人として
　尊重
・子どもの生活を
　中心に
・つながる

・理解しよう
・語り合おう
・遊びの充実

・安心できる
　雰囲気づくり
・記録や対話を
　通して学び合う
・実習生と一緒に
　過ごす場づくり

・保護者の気持ち
　を受け止めて
・共育て共育ち
・継続的な関わり
　を生かして

・ひらいて
・うけとめて
・一緒に子育て

・地域を歩き、
　見て、聞いて
・どんなことがで
　きそうかな
・一歩を踏み出す

・今、目の前の
　子どものために
・やる気と気付き
　を行動に変えて
・みんなが主役

・願う子どもの姿
　を共有して
・強みを生かして
・共に学び合いな
　がら

・心身ともに安心
　できる環境をつ
　くる
・身体を守る気持
　ちの芽生えを大
　切に
・いっぱい遊んで
  楽しく食べられ
　るように

・危険個所と状況
　の分析・共有
　・対応
・危険予知と対応
　の力の育ちを支
　える
・挑戦を見守る目
　と安全を見極め
　る目

　

Ⅳ
 
管
理
職
期
相
当

園運営や
園全体の
課題解決
を行う

一人一人の保育者
の自己実現の場を
確保し、園全体の
学び合う雰囲気を
つくる
(他国及び国や県
の動向)

保育者一人一人の
よさや能力を把握
し、子どもと保育
者の信頼関係の築
きを支える

保育者が一人一人
のよさや可能性を
感じ取り、子ども
理解を中心とした
保育について学び
合いの場をつくる

保育者が子ども理
解の基に、一人一
人に応じた援助を
適切に行えるよ
う、学び合いの場
をつくる

地域や園の実践を
踏まえ、よりよい
保育の実現に向け
て、環境の維持改
善に努める

園全体の物的空間
環境に目を配り、
必要に応じて豊か
な園環境をつくる

子どもが主体的に自
然の中で遊んだり、
身近な資源に触れた
りしながら学ぶため
に、研修等によって
園全体の自然体験力
向上や、身近な資源
を積極的に取り入れ
るための体制を整え
る

保育者が全体的な
計画を踏まえてよ
りよい実践ができ
る園環境をつくる

関係機関との専門
性の違いを理解
し、相互理解のも
と、必要に応じて
連携体制を整える

育みたい資質・能
力について理解
し、園内外に積極
的に働きかける

養成校と実習のあ
り方に関する相互
理解や連携を図る

必要に応じて関係
機関と連携しなが
ら、組織として保
護者を支援できる
体制を整える

子育てに関する地
域の人材との連
携・協働を図りな
がら、園の特徴を
生かした子育て支
援の充実に努める

地域との信頼関係
を築き、地域の資
源を活用した園づ
くりを進める

園の課題を踏まえ
て、園務分掌の改
善を図る
(ICT活用を含む)

保育者一人一人の
よさを生かした役
割を意識して、保
育者間の連携が深
まる体制づくりに
努める

健康・食育の重要
性を理解し、園内
外の体制を整える

安全管理のマニュ
アルや安全にかか
わる育ちを保障す
る環境を整備し、
園内体制を確立す
る

深
化
・
貢
献
期
相
当

　

Ⅲ
　
充
実
期
相
当

　
　
　

(

経
験
1
0
年

　
　
　
　
程
度
か
ら

)

Ⅱ
　
伸
長
期
相
当

　
　

(

経
験
３
年
か
ら

　
　
　
1
0
年
程
度

)

　

Ⅰ
 
基
礎
形
成
期
相
当

　
　
　

(

経
験
１
年
か
ら

　
　
　
　
３
年
程
度

)

着
任
時
に

求
め
る
姿

０
期
　
養
成
期

自己課題をもって
自分の実践をまと
めるなど、同僚へ
自己研修の大切さ
を示す

自己課題をもって
保育に取り組み、
研修に参加すると
ともに、園内研修
において中心的な
役割を果たし、質
の向上を図る
(国や県の動向)

各
キ
ャ

リ
ア
ス
テ
ー

ジ

園の運営力・組織貢献力

他の保育
者への助
言や支
援、園全
体の課題
解決を行
う

子どもとの信頼関
係の築き方につい
て、同僚と語り合
い、具体的に示す

子ども一人一人の
発達や個人差に基
づいて、子どもを
理解するよう具体
的に示す

集団の中で育ち合
う子ども一人一人
に応じた援助につ
いて、同僚へ具体
的に示す

子どもの状況に応
じた環境の設定に
ついて、同僚と語
り合う

必要な教材につい
て同僚と一緒に考
え、子どもの育ち
に応じた教材や援
助法を説明する
(ICT活用を含む）

指導力向上 保護者や地域との共育て

保育者のモデルと
なり、子どもたち
（集団）の援助を
するとともに、子
ども一人一人に応
じた適切な援助を
行う

他クラスや他学年
の保育の展開を意
識して、園全体の
環境を視野に入れ
て豊かなものや人
との関わりを生み
出す実践を行う

関係機関との専門
性の違いを理解
し、関係機関との
連携の具体につい
て調整する

育みたい資質・能
力について理解
し、カリキュラム
等の見直しを図る

周囲の自然環境や
身近な資源に着目
し、遊びや活動に
取り入れ、これま
での経験や知識を
基に、自ら考える
ことのできるよう
に同僚と語り合う

園の行事など、長
期的計画の見直し
の具体を、子ども
の姿や園の状態か
ら、提示する

保育者としての姿勢

基礎的知
識を身に
付け、実
践と結び
つけ、実
践の幅を
広げる

子どもの思いを受
け止め、子どもと
の信頼関係を築く

子どもと共に行動
し、子どもの思い
や気持ちを丁寧に
感じ取ろうとする

向上心をもって教
材研究に取り組
み、個々の育ちに
応じた保育が展開
されるための教材
の準備をしたり、
同僚の相談に応じ
たりする

日常の姿から一人
一人の発達や個人
差を理解し、その
援助を工夫する

子どもの育ちを理
解し、子どものも
のや人との関わり
を深めるための遊
具や用具を工夫し
て活動を豊かにす
る

身に付け
た知識や
技術を生
かし、実
践力を高
める工夫
をする

子どもの思いを受
け止め、子どもが
安心して環境に働
きかけることがで
きるようにする

子どもの発達や個
人差を理解し、一
人一人のよさや可
能性を把握する

個と集団の育ちを
意識して、一人一
人の発達や個人差
を捉え、必要な援
助を行う

子どものつぶやき
などから活用でき
る環境を探り、実
践を展開すること
を楽しんで行う

子どもの姿や活動
の展開を予測して
環境の構成、再構
成をする

自己課題をもって
保育に取り組むと
ともに、園内研修
において同僚と課
題を共有する

日々の保育の計画
や振り返りを丁寧
に行い、自らの課
題をもち、研鑽に
努める

カリキュラムを踏
まえ、子どもの姿
を見通しながら、
連続性のある保育
を行う

反省・記録を基
に、指導計画を構
想し、評価を繰り
返しながら、発達
の見通しをもった
保育を展開する基
礎力を身に着ける

子どもの様子を伝
える中で、保護者
に保育の考えや子
どもの姿を伝え、
保護者との良好な
関係を築く

地域にある施設・
機関とその働きに
ついて理解し、保
護者に説明する

幼児期の終わりま
でに育ってほしい
姿を理解して実践
する

記録や評価を的確
に行い、実態に応
じた対応・学級経
営・協力体制づく
りを行うため、専
門的知識をもって
関係機関と連携す
る

自然や身近な資源
に対する関心を高
め、自ら進んで
フィールド等での
環境設定を行うと
ともに、戸外での
危機管理能力を高
める

身近な自然をはじ
めとするあらゆる
資源と意欲的にふ
れあい、保育に生
かそうとする

相談しやすい雰囲
気をつくり、保護
者の相談を受容的
に受け止め、適切
な助言をする

園全体の危機管理
の充実や子どもの
安全にかかわる育
ちを促す役割を理
解し、保育者間の
連携を図りながら
行動する

危機管理について
の理解を深め、子
どもの安全にかか
わる育ちを見据え
ながら、安全管理
のマニュアルに
沿った環境を整え
る

地域の資源を生か
した保育につい
て、同僚と積極的
に情報共有する

園を訪れる地域の
保護者等に対し
て、気持ちのよい
挨拶や温かい雰囲
気で接する

地域の人材や文化
について知り、積
極的に保育に取り
入れる

自分の考えを伝え
るとともに、相手
の立場を理解しな
がら仕事を進めて
いく

発達や個人差の観
点から子どもを理
解し、保育者が子
ども理解を中心と
した保育を進めら
れるようにする

健康・食育につい
ての理解を深め、
マニュアルに沿っ
て対応したり、自
分の役割を果たし
たりする

連携のための具体
的な方法を工夫
し、同僚と語り合
うとともに、よさ
を引き出す

健康・食育の重要
性を理解し、実践
するとともに、積
極的に必要な情報
を発信する

栄養士・調理員・
看護師等と連携
し、豊かな健康・
食環境を創造する

園を訪れる地域の
保護者等に対し
て、親しみをもっ
て応じ、気持ちよ
く利用・相談でき
るような雰囲気づ
くりをする

園務について理解
を深め、よりよい
園経営に向けて、
園務を遂行しなが
ら改善を提案する

それぞれの立場を
理解し合い、より
よい実践になるよ
う保育者間の連携
を図る

様々な機会を通し
て子どもや保護者
と地域とのつなが
りを深めていく

地域の資源を生か
し、自らの保育を
豊かにしていく

園務について理解
を深め、同僚と連
携しながら、組織
の一員として園務
の遂行に努める

同僚と相談しなが
ら内容を共有し、
協力・連携して、
保育を進めていく

園の組織について
の理解を深め、園
務の一部を担い、
責任をもって役割
を果たそうとする

同僚と協働的に園
務遂行しながら、
組織の一員として
の意識を高める

子育ての様子を受
け止め、必要な支
援・援助する

実習生の身近なモ
デルとして、保育
者としての基本的
姿勢を示す

担当する実習生に
対して、実習の段
階に応じて指導す
る

※「インクルーシブ保育」②③④⑨は、保育士等キャリアップ研修における「障がい児保育」に該当します。
　「マネジメント」⑮⑯は、保育士等キャリアップ研修における「マネジメント」に該当します。

保育者育成指標1.4

健康・安全

育みたい資質・能
力について理解
し、子どもの育ち
を伝える

育みたい資質・能
力について理解
し、学びや発達を
見通した計画及び
実践を行う

実習生の状況や課
題に応じて指導す
る

保護者同士の関係
をつなぎ、保護者
が育ち合う場を提
供する

目
指
し
た
い
姿

保護者と協働した
子育てについて、
実践と理論を基
に、同僚と語り合
う

必要に応じて実習
担当者に助言し、
実習生育成を援助
する

園の行事などで実
践の中心的な役割
を果たしながら、
長期の計画を見直
していく

園内の話し合いの
中心的な役割を果
たし、協力体制の
推進役になる

全園的な
視野に
立った資
質・指導
力を身に
付ける

子どもとの信頼関
係の築き方につい
て、保育者が学び
合える場をつくる

一人一人の生きる力を育むため、遊びや生活を子どもと共に創造し、子育てを支える人間性豊かな保育者

保育者としての土台となるもの

マネジメント

①～⑱の項目をクリックすると

解説動画へアクセスできます。

①自己実現

インクルーシブ保育 インクルーシブ保育



4 3 2 1

①自己実現 ・日々の保育の計画や振り返りを丁寧に行い、自らの課題をもち、研鑽につとめている。

②愛情深い保育 ・子どもの思いを受け止め、子どもとの信頼関係を築こうとしている。

③子ども理解 ・子どもと共に行動し、子どもの思いや気持ちを丁寧に感じ取ろうとしている。

④援助・支援 ・日常の姿から、一人一人の発達や個人差を理解し、その援助を工夫しようとしている。

⑤環境の構成 ・子どもの姿や活動の展開を予測して、環境の構成、再構成をしようとしている。

⑥教材研究 ・子どもの育ちを理解し、子どものものや人との関わりを深めるための遊具や用具を工夫して活動を豊かにしようとしている。

⑦やまほいく ・身の周りの自然物と意欲的にふれあい、保育に生かそうとしている。

⑧指導計画の作成と保育展開・評価 ・反省・記録を基に指導計画を構想し、評価を繰り返しながら、発達の見通しをもった保育を展開しようとしている。

⑨関係諸機関との連携 ・地域にある施設・機関とその働きについて理解し、保育者に説明しようとしている。

⑩園・小の接続 ・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を理解して実践しようとしている。

⑪教育・保育実習指導 ・実習生の身近なモデルとして、保育者としての基本的姿勢を示そうとしている。

⑫保護者との連携・協力 ・子どもの様子を伝える中で、保護者に保育の考えや子どもの姿を伝え、保護者との良好な関係を築こうとしている。

⑬地域における子育て支援 ・園を訪れる地域の保護者に対して、気持ちのよい挨拶や温かい雰囲気で接しようとしている。

⑭地域との連携 ・地域の人材や文化について知り、積極的に保育に取り入れようとしている。

⑮園務分掌 ・園の組織についての理解を深め、園務の一部を担い、責任をもって役割を果たそうとしている。

⑯保育者間の連携 ・自分の考えを伝えるとともに、相手の立場を理解しながら仕事を進めようとしている。

⑰健康・食育 ・健康・食育についての理解を深め、マニュアルに沿って対応したり、自分の役割を果たしたりしようとしている。

⑱安全管理 ・危機管理についての理解を深め、子どもの安全にかかわる育ちを見据えながら、安全管理のマニュアルに沿った環境を整えようとしている。

キャリアステージにおける自己チェックシート　【 Ⅰ　基礎形成期相当 】

園名（　　　　　　　　　　　　　　　）

   回目　　　月　日　氏名（　　　　　　　　　　　　）

評価のめやす：　４ 大変良い　３ 良い　２ やや不十分　１ 不十分

指
導
力
向
上

保
護
者
や
地
域
と
の

共
育
て

健
康
・
安
全

園
の
運
営
力
・

組
織
貢
献
力

評価 （〇印）
評価理由等チェック項目カテゴリー

保
育
者
と
し
て
の

姿
勢

－5－



4 3 2 1

①自己実現 ・自己課題をもって保育に取り組むとともに、園内研修において同僚と課題を共有しようとしている。

②愛情深い保育 ・子どもの思いを受け止め、子どもが安心して環境に働きかけることができるようにしている。

③子ども理解 ・子どもの発達や個人差を理解し、一人一人のよさや可能性を把握しようとしている。

④援助・支援 ・個と集団の育ちを意識して、一人一人の特性や発達を捉え、必要な援助を行おうとしている。

⑤環境の構成 ・子どものつぶやきなどから活用できる環境を探り、実践を展開することを楽しんで行おうとしている。

⑥教材研究 ・向上心をもって教材研究に取り組み、個々の育ちに応じた保育が展開されるための教材の準備をしたり、同僚の相談に応じたりしようとしている。

⑦やまほいく ・自然に対する関心を高め、自ら進んでフィールド等での環境設定を行うとともに、戸外での危機管理能力を高めようとしている。

⑧指導計画の作成と保育展開・評価 ・カリキュラムを踏まえ、子どもの姿を見通しながら、連続性のある保育を行おうとしている。

⑨関係諸機関との連携 ・記録や評価を的確に行い、実態に応じた対応・学級経営・協力体制づくりを行うため、専門的知識をもって関係機関と連携しようとしている。

⑩園・小の接続 ・育みたい資質・能力について理解し、学びや発達を見通した計画及び実践を行おうとしている。

⑪教育・保育実習指導 ・担当する実習生に対して、実習の段階に応じて指導しようとしている。

⑫保護者との連携・協力 ・相談しやすい雰囲気をつくり、保護者の相談を受容的に受け止め、適切な助言をしようとしている。

⑬地域における子育て支援 ・園を訪れる地域の保護者等に対して、親しみをもって応じ、気持ちよく利用・相談できるような雰囲気づくりに心掛けている。

⑭地域との連携 ・地域の資源を生かし、自らの保育を豊かにしようとしている。

⑮園務分掌 ・園務について理解を深め、同僚と連携しながら、組織の一員として園務の遂行に努めている。

⑯保育者間の連携 ・同僚と相談しながら内容を共有し、協力・連携して、保育を進めようとしている。

⑰健康・食育
・健康・食育の重要性を理解し、実践するとともに、積極的に必要な情報を発信しようとしている。
・栄養士・調理員・看護師等と連携し、豊かな健康・食環境を創造しようとしている。

⑱安全管理 ・園全体の危機管理の充実や子どもの安全にかかわる育ちを促す役割を理解し、保育者間の連携を図りながら行動しようとしている。

健
康
・
安
全

指
導
力
向
上

保
護
者
や
地
域
と
の

共
育
て

園
の
運
営
力
・

組
織
貢
献
力

キャリアステージにおける自己チェックシート　【 Ⅱ　伸長期相当 】

カテゴリー チェック項目
評価 （〇印）

評価理由等

保
育
者
と
し
て
の

姿
勢

園名（　　　　　　　　　　　　　　　）

   回目　　　月　日　氏名（　　　　　　　　　　　　）

評価のめやす：　４ 大変良い　３ 良い　２ やや不十分　１ 不十分

－6－



4 3 2 1

①自己実現
・自己課題をもって保育に取り組み、研修に参加するとともに、園内研修において中心的な役割を果たし、質の向上を図ろうとしている。
　（国や県の動向の把握を含む）

②愛情深い保育 ・子どもとの信頼関係の築き方について、保育者が学び合える場をつくろうとしている。

③子ども理解 ・発達や個人差の観点から子どもを理解し、保育者が子ども理解を中心とした保育を進められるようにしている。

④援助・支援 ・保育者のモデルとなり、子どもたち（集団）の援助をするとともに、子ども一人一人に応じた適切な援助を行おうとしている。

⑤環境の構成 ・他クラスや他学年の保育の展開を意識して、園全体の環境を視野に入れて豊かなものや人との関わりを生み出す実践を行おうとしている。

⑥教材研究 ・必要な教材について同僚と一緒に考え、子どもの育ちに応じた教材や援助法を説明できるよう努めている。（ＩＣＴ活用を含む）

⑦やまほいく ・周囲の自然環境を生かし、遊びや活動に取り入れ、これまでの経験や知識を基に、自ら考えることのできるように同僚と語り合うよう努めている。

⑧指導計画の作成と保育展開・評価 ・園の行事などで実践の中心的な役割を果たしながら、長期の計画を見直していこうとしている。

⑨関係諸機関との連携 ・園内の話し合いの中心的な役割を果たし、協力体制の推進役となるよう努めている。

⑩園・小の接続 ・育みたい資質・能力について理解し、子どもの育ちを伝えようとしている。

⑪教育・保育実習指導 ・実習生の状況や課題に応じて指導しようとしている。

⑫保護者との連携・協力 ・保護者同士の関係をつなぎ、保護者が育ち合う場を提供しようとしている。

⑬地域における子育て支援 ・子育ての様子を受け止め、必要な支援・援助をしようとしている。

⑭地域との連携 ・様々な機会を通して子どもや保護者と地域とのつながりを深めていこうとしている。

⑮園務分掌 ・園務について理解を深め、よりよい園経営に向けて、園務を遂行しながら改善を提案しようとしている。

⑯保育者間の連携 ・それぞれの立場を理解し合い、よりよい実践になるよう保育者間の連携を図ろうとしている。

⑰健康・食育
・健康・食育の重要性を理解し、実践するとともに、積極的に必要な情報を発信しようとしている。
・栄養士・調理員・看護師等と連携し、豊かな健康・食環境を創造しようとしている。

⑱安全管理 ・園全体の危機管理の充実や子どもの安全にかかわる育ちを促す役割を理解し、保育者間の連携を図りながら行動しようとしている。

キャリアステージにおける自己チェックシート　【 Ⅲ　充実期相当 】

園名（　　　　　　　　　　　　　　　）

   回目　　　月　日　氏名（　　　　　　　　　　　　）

評価のめやす：　４ 大変良い　３ 良い　２ やや不十分　１ 不十分
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カテゴリー チェック項目
評価 （〇印）

評価理由等

保
育
者
と
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て
の

姿
勢
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4 3 2 1

①自己実現 ・自己課題をもって自分の実践をまとめるなど、同僚へ自己研鑽の大切さを示すよう努めている。

②愛情深い保育 ・子どもとの信頼関係の築き方について、同僚と語り合い、具体的に示すよう努めている。

③子ども理解 ・子ども一人一人の発達や個人差に基づいて、子どもを理解するよう具体的に示すよう努めている。

④援助・支援 ・集団の中で育ち合う子ども一人一人に応じた援助について、同僚へ具体的に示すよう努めている。

⑤環境の構成 ・子どもの状況に応じた環境の設定について、同僚と語り合うよう努めている。

⑥教材研究 ・必要な教材について同僚と一緒に考え、子どもの育ちに応じた教材や援助法を説明できるよう努めている。（ＩＣＴ活用を含む）

⑦やまほいく ・周囲の自然環境を生かし、遊びや活動に取り入れ、これまでの経験や知識を基に、自ら考えることのできるように同僚と語り合うよう努めている。

⑧指導計画の作成と保育展開・評価 ・園の行事など、長期的計画の見直しの具体を、子どもの姿や園の状態から提示するよう努めている。

⑨関係諸機関との連携 ・関係機関との専門性の違いを理解し、関係機関との連携の具体について調整するよう努めている。

⑩園・小の接続 ・育みたい資質・能力について理解し、カリキュラム等の見直しを図るよう努めている。

⑪教育・保育実習指導 ・必要に応じて実習担当者に助言し、実習生育成を援助しようとしている。

⑫保護者との連携・協力 ・保護者と協働した子育てについて、実践と理論を基に、同僚と語り合うよう努めている。

⑬地域における子育て支援 ・子育ての様子を受け止め、必要な支援・援助をしようとしている。

⑭地域との連携 ・地域の資源を生かした保育について、同僚と積極的に情報共有しようとしている。

⑮園務分掌 ・同僚と協働的に園務遂行しながら、組織の一員としての意識を高めている。

⑯保育者間の連携 ・連携のための具体的な方法を工夫し、同僚からの相談に応じて、皆で語り合うよう努めている。

⑰健康・食育
・健康・食育の重要性を理解し、実践するとともに、積極的に必要な情報を発信しようとしている。
・栄養士・調理員・看護師等と連携し、豊かな健康・食環境を創造しようとしている。

⑱安全管理 ・園全体の危機管理の充実や子どもの安全にかかわる育ちを促す役割を理解し、保育者間の連携を図りながら行動している。

キャリアステージにおける自己チェックシート　【 Ⅳ　深化・貢献期相当 】

園名（　　　　　　　　　　　　　　　）

   回目　　　月　日　氏名（　　　　　　　　　　　　）

評価のめやす：　４ 大変良い　３ 良い　２ やや不十分　１ 不十分
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カテゴリー チェック項目
評価 （〇印）

評価理由等
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勢
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4 3 2 1

①自己実現 ・一人一人の保育者の自己実現の場を確保し、園全体の学び合う雰囲気をつくるよう努めている。

②愛情深い保育 ・保育者一人一人のよさや可能性を感じ取り、子どもと保育者の信頼関係の築きを支えるよう努めている。

③子ども理解 ・保育者が一人一人のよさや可能性を感じ取り、子ども理解を中心とした保育について学び合いの場をつくるよう努めている。

④援助・支援 ・保育者が子ども理解の基に、一人一人に応じた援助を適切に行えるよう、学び合いの場をつくるよう努めている。

⑤環境の構成 ・地域や園の実践を踏まえ、よりよい保育の実現に向けて、環境の維持改善に努めている。

⑥教材研究 ・園全体の物的空間環境に目を配り、必要に応じて豊かな園環境をつくるよう努めている。

⑦やまほいく ・子どもが主体的に自然の中で遊び、学ぶために、研修等によって園全体の自然体験力向上を図るよう努めている。

⑧指導計画の作成と保育展開・評価 ・保育者が教育・保育課程を踏まえてよりよい実践ができる園環境をつくるよう努めている。

⑨関係諸機関との連携 ・関係機関との専門性の違いを理解し、相互理解のもと、必要に応じて連携体制を整えるよう努めている。

⑩園・小の接続 ・育みたい資質・能力について理解し、園内外に積極的に働きかけるよう努めている。

⑪教育・保育実習指導 ・養成校と実習のあり方に関する相互理解や連携を図るよう努めている。

⑫保護者との連携・協力 ・必要に応じて関係機関と連携しながら、組織として保護者を支援できる体制を整えるよう努めている。

⑬地域における子育て支援 ・子育てに関する地域の人材との連携・協働を図りながら、園の特徴を生かした子育て支援の充実に努めている。

⑭地域との連携 ・地域との信頼関係を築き、地域の資源を活用した園づくりを進めるよう努めている。

⑮園務分掌 ・園の課題を踏まえて、園務分掌の改善を図るよう努めている。（ＩＣＴ活用を含む）

⑯保育者間の連携 ・保育者一人一人のよさを生かした役割を意識して、保育者間の連携が深まる体制づくりに努めている。

⑰健康・食育 ・健康・食育の重要性を理解し、園内外の体制を整えるよう努めている。

⑱安全管理 ・安全管理のマニュアルや安全にかかわる育ちを保障する環境を整備し、園内体制を確立している。

キャリアステージにおける自己チェックシート　【 Ⅳ　管理職期相当 】

園名（　　　　　　　　　　　　　　　）

   回目　　　月　日　氏名（　　　　　　　　　　　　）

評価のめやす：　４ 大変良い　３ 良い　２ やや不十分　１ 不十分
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全
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地
域
と
の

共
育
て

園
の
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営
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献
力

カテゴリー チェック項目
評価 （〇印）

評価理由等

保
育
者
と
し
て
の

姿
勢
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